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「環境」を整えよう

秋田県教育カウンセラー協会
代表代行兼事務局長 阿部 千春

昨年度誕生した「公認心理師」は，医療
・保健，福祉，教育，司法・犯罪，産業・
労働の５分野で活動する心理職を対象にし
た汎用性の高い国家資格である。そのため，
各分野においてより専門性を高めていくこ
とが求められるといえる。今だからこそ，
教育の専門家としての教育カウンセラーが
できることは何かを明確にしていくことが
大切といえる。

今回は，児童生徒を指導援助する側が整
えたい環境について取り上げたい。
●「学びの環境」を整える

他者とのかかわりの中で協働的な学びが
できるように，ルールとリレーションの形
成は非常に重要といえる。
●「言語環境」を整える

教師の姿，立ち居振る舞い，表情といっ
た非言語的表現や，「人を教え育てる言葉」
を持つ専門家であることを意識することで
ある。

子どもの内発的な動機づけを促したり，
自己肯定感や有能感につながる言葉の引き
出しを増やし，自分の感性や表現力を豊か
にすることが大切である。言葉を磨くため
には，子どもに伝わるように伝えることを
意識して丁寧にかかわることを日々のトレ
ーニングとし，研修の積み重ねることであ
る。
●「こころの環境」を整える

指導援助する側が，児童生徒の依存の対
象となるためには，セルフケア（自己管理）
が大事といえる。依存の対象となるために
は，まずは自分自身をかえりみて，自分が
抱えている問題はある程度自分で解決する
ことである。
①専門職としての訓練

教師は児童生徒の社会的自立を育成する
ために，いかに良質な教育を児童生徒に提
供できるかが大切といえる。そのためには，
今，目の前にいる児童生徒の状態を把握し，
どのように指導援助するか方針を立てる必
要がある。

抱えているケースで解決に困難を感じた
場合にスーパービジョンを受けたり，自己
の心理的課題について教育分析を受けるこ
とで自己理解を深めることができるだろ
う。また，学校内外の仲間と相互研鑽を積
んだり，指導援助技術の向上を目的とした
事例検討会に参加することで，自身のメン

タルヘルスケアや自己点検につながる。
多様な他者との協働・共生が求められて

いる時代である。さまざまな考え方や価値
観に触れ，異なった意見を持つ相手を尊重
し，受け入れ，適切な対応がとれる柔軟性
を身につけることが大切といえる。
②ソーシャルサポートの活用 －日頃から

のヒューマンネットワークの構築－
ソーシャルサポートには，問題解決的な

支援と気持ちに寄り添う支援の二つがあ
る。必要に応じて人に頼ることができる力
（援助要請する力）を身につけるとよいだ
ろう。心身共に無理をすることなく，一人
で抱え込まないことである。
③考え方の特徴に気づき，修正する

「子どもとは（あるいは，教師とは）こ
うあるべき」といった不合理で非論理的な
考え方をしている場合，まずはそれに気づ
き，健康的で，論理的な考え方に修正し，
育てたい子どもの姿や教師が身につけたい
資質・能力について考えられるとよいだろ
う。論理療法を学ぶことにより，状況を客
観的に見る目や思考の柔軟性につながると
いえる。
④生活習慣を見直す

健康な心と身体を保つために，睡眠時間
の確保とバランスのとれた食事を心掛けた
い。特に，睡眠の問題はうつ病などの精神
疾患や生活習慣病の発症のリスクを高める
危険性が指摘されている。自分なりに健康
な睡眠を保つコツを身につけているとよい
だろう。
⑤心身のストレスを緩和する

心の健康が保ちにくい時代になってきた
といえる。特に，対人援助職の仕事は，感
情労働であり，「職業にふさわしい感情（感
情ルール）を意識に操作・管理することが
要求される労働」である。日々の小さなス
トレスの積み重ねが心身の健康に影響を与
える。自分の中でいかにバランスのとれた
状態を保っていくかといった心と身体の
「セルフケア」や「セルフコントロール」
をいかに行っていくか，自分なりの手立て
や方法を持っていることが大切といえる。
子どもたちに受容的で温かい眼差しでかか
われるように，こころの環境を整えること
を心がけたい。

教育カウンセリングは上記の内容に応え
る知識や技術を持っており，ぜひ学びを継
続していただきたい。



新任理事から

「一生勉強 一生青春」

秋田公立美術大学附属高等学院
副校長 奈良恵子

はじめまして。私が教育カウンセリング
に初めて触れたのは、数年前に学校に届い
た「指導と評価」の要項を見て気軽な気持
ちで参加した時です。國分康孝先生、河村
茂雄先生、諸富祥彦先生の講義を拝聴して
感銘を受け、いつか勉強してみたいと思っ
ておりました。翌年秋田で養成講座が開催
されることを知って迷わず参加したとこ
ろ、協会の皆様を始め志にあふれる方々と
出会い、現在皆様にご指導いただきながら
勉強を始めたところです。

教職に就いてもう大ベテランと呼ばれる
経験を積みましたが、近年は、生徒・保護
者、また同僚の先生方に接する時に、自分
の今までの経験だけで判断してもよいの
か、また多種多様で複雑な問題を抱えてい
る場合も多く、どのような姿勢で何をどう
伝えたらよいのかなど迷うことが多くなり
ました。その迷いの答えが、教育カウンセ
リングにあると強く感じています。書物を
読んだり、研修に参加したりする度に、私
が探していた言葉や考え方、方法が見つか
り、改めて皆様に出会えたこと、また教育
カウンセリングという分野に出会ったこと
に深く感謝しております。

ところで、書道家で詩人の「あいだみつ
を」をご存じですよね。「人間だもの」が
有名な詩人です。私は大のファンで、東京
に出かけた時は何よりも先に「あいだみつ
を美術館」に行きます。先日立ち寄った際
に、館長の相田一人さんのギャラリートー
クをお聞きする機会がありました。その時
にご説明いただいた詩が、この文章のタイ
トルの「一生勉強 一生青春」です。「人
は一生学び続ければなりません。また、一
生青春でなければなりません。勉強も青春
にも終わりはありません。」のトークをお
聞きし、これから教育カウ
ンセリングを、わくわくし
ながら学び続け、いつまで
も青春、とまでは届かなく
ても、自己成長できる自分
でありたいと思います。

新任理事から

相手のことを思いやる
気持ちを大切に

秋田県立横手支援学校
支援部主任 藤谷淳一

今年度より理事に就任いたしました。微
力ではありますが、どうぞよろしくお願い
します。私がカウンセリングを学び始めた
のは、特殊教育から特別支援教育へと大き
な変革があった平成１９年のことでした。
年間で２００件近い教育相談や知能検査等
を受ける中で、必要感に迫られてのことで
した。当時の私は書籍を読んで、「まずは
話を受容しよう」とか、「オウム返しの返
答」とか、「感情の焦点化を図る」とか、
カウンセリング技法の使用に振り回されて
いたような気がします。そんな迷える時に、
本協会主催のＳＧＥ研修会に参加をしまし
た。そして、「相手が話しやすい聞き方」
についてペアワークが、本当のカウンセリ
ングとの出会いでした。シェアリングの際
に、講師の先生の「相手の思いを想像しな
がら聞くということが、根底になければい
けない。」という助言が、今でも心に響い
ています。この相手目線という体験は本校
で実施している「障害理解の出前授業」に
も生かしています。“障害って何？”とい
った話は一切しません。「車いすにどうし
たら気持ちよく乗ってもらえるか」、「分
からないといった不安を体験しよう」など、
相手目線で物事を考えるＳＧＥを中心に授
業を組み立てています。障害をもつお子さ
んの中には、“突然クルクル回ったり”、“
大きな声を出したり”“知らんふりをした
り”といった子がいます。ただ、実際の交
流会では、「変な人だな、怖いな」と思い
ながらも、「どうしたの？怖かったの？」
などと相手の気持ちを想像しながら、声を
掛けてくれる子が年々増えていってくれる
こと、そして、そこから育てるカウンセリ
ングや共生社会の実現につながっていくこ
とを願っています。

今後も特別支援教育や教育カウンセリン
グに関わるみなさまと協力して、子供たち
の学校や家庭生活の質の向上に向けてお手
伝いができたらと思っています。引き続き
本協会の活動へのご理解とご協力をよろし
くお願いします。



❈カウンセリングトピックス❈

子どもたちとの出会いから

～自分でつながりをつくるとき～

アイコンタクト…学級でSGEのウオーミン
グアップに行うと子どもの表情が明るくな
り場も和みます。「目と目が合わない」「目
と目を合わせるのが難しい」など時として
話題に上ることもあるアイコンタクト。

でも，生まれたわが子を胸に抱いて温か
いまなざしを注がないお母さんはいるでし
ょうか。ほとんどのお母さんは生まれたわ
が子を抱き慈愛に満ちたまなざしで見つめ
ることでしょう。アイコンタクトはその後
他者と人間関係を作っていく上で大切な非
言語コミュニケーションツールです。

先日，こども園の年長さん２０人が老人
ホーム訪問前に茶室でおけいこでをしまし
た。高齢者に一碗のお茶を勧め喜んでいた

だこうと１か月前
に茶室の雰囲気を
味わいながら練習
をするのです。

園児はおかしと
お 茶 の い た だ き
方，すすめ方を練
習します。掛け軸
は 「 な か よ し」。

今年は大人がお茶のいただき方を最初に演
示しました。私は相変わらず難しい質問を
してしまいました。「どんなところが『な
かよし』だと思った？」と聞くと，「あり
がとう」「あいさつした」「えがお」など
答える園児もいてびっくり！そこで，なか
よしになれる「えがお」で練習することを
お約束。園児はやり取りの雰囲気をつかん
だようでスムーズに練習が進んでいきまし
た。園児はお菓子をもつとそれだけで笑顔。
相手に喜んで勧めていました。相手の目を
見てねというと本当に目をきらきら輝かせ
ていました。それは園児が家族，先生方と
の温かなアイコンタクトの中で育っている
と分かる瞬間でもあります。

では，小学生高学年，茶道クラブではど
うでしょう。相手を見てねと言うと，ご想
像の通り，１回目は必ずちょっぴり恥ずか
しくて照れ笑い，いや大笑いになることも
あります。でも，座の雰囲気は和み一服の
茶へと向かいます。保育園から4，5年の間
にこんなに成長するんですね。恥ずかしい
を裏返せば，自我の形成がなされ自他の認
識ができるようになった成長の証でもある
と思うのです。

すると，お母さんと離れて自分と違う他
と自らの力だけでコミュニケーションをと
っていくことは，もしかして個として大き
な第一歩かもしれません。息をするように
容易である子もいれば逆に困難を感じる子
もいるでしょう。

本協会で行ったアイコンタクトのＳＧＥ
は，そんな個性の違いを見据えた上で，温
かいまなざしの大切さを実感させるもので
した。今，園児や小学生の非言語コミュニ
ケーションに気付くことができたのもＳＧ
Ｅのおかげだなと思います。（十把一絡げ
であった自分を深く反省しつつ…）

さて，話は戻りますが，園児も小学生も
お菓子とお茶を快く受け入れてもらえたよ
うです。園児は上手なお運びを，小学生は
茶筅でお茶を点てるのが次の目標です。小
さな子どもたちを
見て，おもてなし
とは自分を受け入
れられる個が他と
つながろうとする
まごころなのかも
しれないと思いま
した。

（元小学校教諭 協会理事 木村優子）



養成講座 講師の先生のご著書等紹介

藤川 章先生（NPO日本教育カウンセラー協会理事 東京教育カウンセラー協会代表）
「育てるカウンセリングによる教室課題対応全書３ー非行・反社会的な問題行動」

（國分康孝・國分久子監修、藤川章 押切久遠 鹿嶋真弓編集、図書文化）
学校や教師に対する反抗、校則指導、性非行、薬物乱用、プチ家出、万引きなど、すべての学

校すべての教師が対処に苦慮する問題に、育てるカウンセリングを生かした対応を示す。非行に
ついて、教師と警察・更正機関関係者という立場の異なる専門性をブレンドした。

（「図書文化」HPより）

藤生 英行先生（筑波大学大学院 教授）
「ヘルピング・スキル 探求・洞察・行動のためのこころの援助法」

（クララ・Ｅ・ヒル著、藤生英行監訳 金子書房）
アメリカではカウンセラーの面接技法の初歩として、また対人援助職に必須のコミュニケーシ

ョン・スキルとして重視される「ヘルピング」。原著は、ヘルピングの第一人者であるヒル教授
による体系的訓練手法を網羅した、アメリカ心理学会（APA）刊行のロングセラー。ロジャース
のクライエント中心理論・精神分析理論・行動理論をベースにした「３段階モデル」に沿って、
初回面接～面接終結までに必要なスキルを実践的に学ぶことができる。（「金子書房」HPより）

河村 茂雄先生（早稲田大学教育・総合科学学術院 教授）
「教師のための失敗しない保護者対応の鉄則」（学陽書房）

「困った」をチャンスに変える！教材費を払わない、すぐに教育委員会
に連絡する、年下の教 師を軽く見る…などへの対応策を、事例を交えて
紹介。いじめ対応・特別支援教育についても収 録。（「学陽書房」HPより）

水野 治久先生（大阪教育大学 連合教職大学院 教授）
「子どもと教師のための「チーム援助」の進め方」（金子書房）

子どもに援助を確実に届けるために、教師が自信をもって子どもと向き合うために――苦戦す
る学校現場で今こそ求められる「チーム援助」とは。その効果的な進め方を、実証データと実践
事例から示す。（「金子書房」HPより）

編・集・後・記

第２７号はまさに「おもしろくて ためになる 学びの共有」だと実感しています。
ご紹介いただいた著書は明日からの実践に直ぐ役立つ本ですし、木村先生、藤谷先生
のエッセイからは、子どもたちや先生方の姿が目に浮かんできて、温かい気持ちにな
り、元気が沸いてきます。そして阿部先生の巻頭言からは、カウンセリングを進める
うえで、私たちが自分自身を大事にすることこそ原点なのだということを教えていた
だきました。特に「こころの環境を整える」はふだん使っているノートに貼り、毎日
読み直して、自分を振り返りたいと思います。③「考え方の特徴に気づき、修正する」
に関連して、先日ある教員研修会に参加して、自分の潜在意識と指導特性を知るエゴ
グラムをやってみたところ、「自由奔放タイプ～明朗であるが自由すぎて周囲に迷惑
をかけがち」と出ました。がーん、早速今日から要注意です。あれ、編集後記のはず
が感想文になってしまいました！自由奔放です・・・（Ｎ）


